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は
じ
め
に

　
近
年
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」（
個
人
蔵
、
茨
城
県
立
歴

史
館
寄
託
）
は
、
十
七
世
紀
末
期
頃
の
常
陸
国
の
景
観
を
俯
瞰
構
図
で
と
ら
え

た
名
所
風
俗
図
で
あ
る
。
中
屏
風
と
や
や
小
ぶ
り
な
サ
イ
ズ
な
が
ら
、
近
世
前

半
期
の
常
陸
国
の
様
相
を
、
細
緻
な
風
俗
表
現
と
と
も
に
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描

い
た
本
屏
風
は
、
主
題
を
同
じ
く
す
る
類
例
が
現
状
で
は
見
当
た
ら
ず
、
絹
本

で
あ
る
点
か
ら
も
誂
え
物
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
伝
来
に
つ

い
て
は
不
明
点
が
多
い
。

　
本
屏
風
は
、
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
で
漁
網
業
を
営
ん
で
い
た
菊
地
家
（
菊
養

漁
網
店
）
に
伝
来
し
、
そ
の
後
も
同
地
の
個
人
宅
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
茨
城

県
久
慈
村
（
現
・
日
立
市
）
の
漁
業
家
で
あ
る
三
代
芳
松
（
一
八
七
四
―

一
九
三
九
）
の
自
伝
回
想
録
中
に
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
頃
に
漁
網

を
買
い
に
菊
養
漁
網
店
を
訪
れ
た
際
、
本
屏
風
に
該
当
す
る
屏
風
を
見
た
と
い

う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
半
ば
頃
に
は
既
に
菊
地
家
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
詳
ら
か
で
は

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
期
を
通
じ
て
水
沢
を
治
め
た
水
沢
伊
達
家
（
留
守
家
）

の
留
守
家
文
書
の
う
ち
、
近
世
関
係
文
書
数
点
に
記
録
が
見
ら
れ
る
水
沢
伊
達

（
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旨
　
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
の
商
家
に
伝
来
し
た
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」（
個
人
蔵
、
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
）
は
、
十
七
世
紀
末
期
頃
の
常
陸
国
を
主
題
と
す
る

名
所
風
俗
図
屏
風
で
あ
る
。
本
屏
風
の
制
作
背
景
を
今
に
伝
え
る
文
献
史
料
は
な
く
、
明
治
半
ば
に
既
に
商
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
伝
来
も
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
期
を
通
じ
て
水
沢
を
治
め
た
水
沢
伊
達
家
（
留
守
家
）
の
留
守
家
文
書
（
奥
州
市
立
水
沢
図
書
館
蔵
）
の
近

世
文
書
の
中
に
、
同
屏
風
を
指
す
可
能
性
の
高
い
記
述
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
留
守
家
文
書
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
、
屏
風
の
江
戸
期
の
伝
来
を
考
察
し
、
同
屏

風
が
常
陸
国
の
豪
商
の
注
文
で
制
作
さ
れ
た
後
、
水
沢
伊
達
家
の
手
に
渡
り
、
そ
の
後
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
流
出
し
て
商
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
可
能
性
を

提
示
し
た
。
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家
所
有
の
屏
風
の
中
に
、「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い

も
の
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
当
該
史
料
は
こ
れ
ま
で
見
落
と
し
て

い
た
も
の
だ
が
、
史
料
中
の
屏
風
が
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
れ
ば
、
新
た

に
江
戸
期
時
点
で
の
本
屏
風
の
伝
来
を
示
す
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
当
該
史
料
を
紹
介
し
、
合
わ
せ
て
屏
風
の
伝
来
に
つ
い
て
改
め

て
考
察
す
る
。

一
　
明
治
期
の
屏
風
の
伝
来

　
ま
ず
、
三
代
芳
松
の
自
伝
の
中
の
記
述
を
も
と
に
、
明
治
の
時
点
で
の
屏
風

の
伝
来
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
芳
松
の
自
伝
回
想
録
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
、
五
十
四
歳
の

芳
松
が
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
口
頭
で
語
り
、
芳
松
五
男
の
仁
四
郎
が
口

述
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
屏
風
の
伝
来
に
関
わ
る
部
分
を
引
用
す
る
。

此
度
ハ
拾
八
才
ノ
時
仙
台
市
水
沢
ノ
菊
地
要
蔵
様
ヘ
網
買
ヘ
ニ
唯
一
人
デ

行
ツ
タ
事
ヲ
書
コ
フ
、

旧
八
月
末
ノ
頃
ト
思
イ
マ
シ
タ
、
仙
台
市
ヨ
リ
五
、六
里
前
デ
少
シ
雲
ガ

出
テ
来
テ
時
雨
ガ
ヨ
ク
〳
〵
降
リ
雪
ノ
様
フ
ニ
白
ク
ナ
リ
マ
シ
タ
、
何
気

ナ
ク
水
沢
駅
ニ
オ
リ
菊
地
要
蔵
様
ノ
店
ヘ
行
キ
マ
シ
タ
処
ガ
其
ノ
夜
ノ
中

ニ
様
気
違
イ
ノ
為
急
ニ
病
気
ニ
成
リ
マ
シ
タ
。
医
者
ヲ
頼
ン
デ
貰
ヒ
色
々

ト
御
世
話
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
明
日
ノ
朝
枕
元
ニ
六①

枚
ノ
屏
風
ヲ
立
テ
マ
シ

タ
処
御
主
人
ガ
貴
方
ハ
茨
城
県
ノ
人
ダ
ネ
、
此
ノ
屏
風
ガ
分
リ
マ
ス
カ
ト

言
ハ
レ
マ
シ
タ
、ソ
レ
デ
マ
ダ
拾
八
才
デ
ス
カ
ラ
分
リ
マ
セ
ン
ト
答
イ
タ
、

然
シ
此
所
ガ
鹿
島
ノ
要
石
ダ
ソ
ウ
デ
ス
ト
云
ハ
レ
テ
成
程
良
ク
見
タ
ラ

バ
、
銚
子
ヲ
書
キ
、
利
根
川
ヲ
書
キ
、
土
浦
ヲ
書
キ
、
高
浜
ヲ
書
キ
、
水

戸
ヲ
書
キ
、
那
珂
川
ヲ
書
キ
、
磯
浜
ヲ
書
キ
、
其
間
鹿
島
浦
ハ
全
部
有
ル

デ
ハ
ナ
イ
カ
、
ソ
レ
デ
此
所
ハ
何
様
、
此
所
ハ
何
様
ト
主
人
ニ
云
イ
マ
シ

タ
。
此②

ノ
屏
風
ハ
水
戸
様
ヨ
リ
仙
台
ヘ
養
子
ニ
行
ク
時
ニ
御
持
チ
ニ
ナ
ツ

タ
物
ダ
ソ
ウ
デ
ス
ト
主
人
モ
好
ク
〳
〵
喜
ン
デ
此
ノ
話
ヲ
聞
カ
シ
テ
下
レ

マ
シ
タ
、

　
芳
松
が
十
八
歳
の
頃
、
水
沢
の
「
菊
地
要
蔵
様
」、
す
な
わ
ち
菊
養
漁
網
店

の
店
主
で
あ
る
菊
地
養
蔵
の
も
と
へ
一
人
で
網
を
買
い
に
行
き
、
そ
こ
で
茨
城

を
描
い
た
屏
風
を
見
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
に
菊
養
店
主
か
ら
見

せ
ら
れ
た
屏
風
が
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
間
違
い
な
く
、
芳
松
の
年
齢
か
ら
、

こ
れ
が
明
治
二
十
五
年
頃
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
明
治
半
ば
に

屏
風
は
既
に
菊
地
家
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
に
芳
松
が
見
た
傍

線
部
①
「
六
枚
ノ
屏
風
」
と
は
、
屏
風
の
左
隻
だ
け
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
は
、
別
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
が
常
陸
国
の
水
運
業
に
携
わ
る
豪
商
─
─

具
体
的
に
は
那
珂
湊
を
拠
点
と
す
る
廻
船
問
屋
の
よ
う
な
富
裕
な
商
人
に
よ
っ

て
注
文
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
屏
風
は
常
陸
国

を
生
活
基
盤
と
す
る
注
文
主
の
ま
な
ざ
し
を
前
提
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
制
作
か
ら
い
か
ほ
ど
か
の
時
を
経
て
何
ら
か
の
事
情
で
流
出
し
、
そ
の

後
幾
度
か
持
ち
主
を
変
え
、
菊
地
家
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
き
た
。

　
芳
松
の
自
伝
後
半
の
傍
線
部
②
、「
此
ノ
屏
風
ハ
水
戸
様
ヨ
リ
仙
台
ヘ
養
子

ニ
行
ク
時
ニ
御
持
チ
ニ
ナ
ツ
タ
物
ダ
ソ
ウ
デ
ス
」と
い
う
一
文
に
つ
い
て
、「
水

戸
様
」
と
い
う
呼
称
が
一
見
水
戸
徳
川
家
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
水
戸
徳
川
家
と
仙
台
伊
達
家
に
は
養
子
関
係
は
な
く
、
家
格
と

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）
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し
て
当
然
な
が
ら
、
水
沢
伊
達
家
も
同
様
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
別

稿
で
述
べ
た
。
そ
の
後
博
士
論
文
で
は
、
傍
線
部
②
直
前
で
芳
松
が
菊
養
店
主

に
屏
風
の
画
中
景
観
に
つ
い
て
「
此
所
ハ
何
様
、
此
所
ハ
何
様
」
と
語
っ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、「
水
戸
様
」
の
「
様
」
は
敬
称
で
は
な
く
、
方
角
、
方
向
、

方
面
を
意
味
す
る
接
尾
語
と
し
て
意
味
を
取
る
べ
き
で
、
よ
っ
て
「
水
戸
様
」

は
「
水
戸
の
方
」「
水
戸
方
面
」
を
意
味
し
、
水
戸
の
方
か
ら
仙
台
（
＝
水
沢
。

芳
松
は
水
沢
を
「
仙
台
市
水
沢
」
と
認
識
し
て
い
る
）
に
養
子
に
入
っ
た
何
者

か
が
持
参
し
た
の
が
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
す
な
わ
ち
、

屏
風
は
明
治
半
ば
以
前
に
菊
地
家
、
あ
る
い
は
菊
地
家
に
近
い
関
係
に
あ
る
家

へ
水
戸
か
ら
養
子
に
来
た
人
物
が
水
沢
へ
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
水
戸
の

商
家
と
水
沢
の
商
家
の
養
子
縁
組
と
い
う
、
商
家
間
の
関
係
の
中
で
伝
え
ら
れ

た
も
の
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
先
に
述
べ
た
通
り
、
そ
の
後
、
近
世
の
留
守
家
文
書
の
中
に
、「
常

陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
屏
風
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
。
よ
っ
て
続
い
て
、
当
該
史
料
を
紹
介
し
、
改
め
て
屏
風

の
伝
来
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
史
料
紹
介

　
水
沢
伊
達
家
は
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
陸
奥
国
留
守
職
を
任
ぜ
ら
れ

た
伊
沢
家
景
（
？
―
一
二
二
一
）
を
祖
と
し
、
留
守
氏
を
称
し
た
。
中
世
末
期

以
降
は
伊
達
氏
傘
下
と
な
り
、
伊
達
政
宗
（
一
五
六
七
―
一
六
三
六
）
の
叔
父

留
守
政
景
（
一
五
四
九
―
一
六
〇
七
）
の
よ
う
に
、
伊
達
氏
か
ら
の
入
嗣
で
の

当
主
が
相
次
い
だ
。
政
景
の
子
で
あ
る
宗
利
（
一
五
九
〇
―
一
六
三
八
）
の
代

の
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
水
沢
城
（
水
沢
要
害
）
に
入
り
、
以
後
、
仙
台

藩
一
門
の
水
沢
伊
達
家
と
し
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
な
お
、
同
家
は
十
三
代

邦
寧
（
一
八
三
〇
―
七
四
）
の
頃
に
再
び
留
守
に
復
姓
し
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
主
に
江
戸
期
の
こ
と
を
中
心
に
論
じ
る
た
め
、
以
後
本
稿
で
用
い
る
呼
称
は

便
宜
上
、
文
書
名
に
も
採
ら
れ
て
い
る
「
留
守
家
」
で
は
な
く
、「
水
沢
伊
達
家
」

で
統
一
す
る
。

　
こ
の
水
沢
伊
達
家
に
伝
え
ら
れ
た
留
守
家
文
書
は
、
同
家
か
ら
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
に
水
沢
市
（
現
・
奥
州
市
）
に
委
譲
さ
れ
、
現
在
は
奥
州
市

立
水
沢
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。『
留
守
家
古
文
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

中
世
関
係
文
書
一
八
〇
点
、
近
世
関
係
文
書
一
三
五
五
点
、
近
代
関
係
文
書

二
九
七
点
、
他
に
絵
図
類
一
四
九
点
か
ら
な
る
。
中
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
水

沢
市
立
図
書
館
編
『
解
説
中
世
留
守
家
文
書
』（
水
沢
市
立
図
書
館
、

一
九
七
九
年
）
が
刊
行
済
み
で
あ
り
、
近
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三

年
以
来
、
水
沢
古
文
書
研
究
会
の
方
々
の
翻
刻
に
よ
り
、『
近
世
留
守
家
文
書
』

が
、
概
ね
年
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
現
在
も
順
次
刊
行
中
で
あ
る
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
近
世
関
係
文
書
の
目
録
番
号
八
〇
「
御
屏
風
御

本
帳
」
お
よ
び
目
録
番
号
八
一
四
「
諸
役
所
道
具
本
帳
　
宗
衡
書
」
の
二
点
で

あ
る
。

　
目
録
番
号
八
〇
「
御
屏
風
御
本
帳
」
は
九
丁
の
み
の
薄
い
冊
子
で
、
文
久
元

年
（
一
八
六
一
）
八
月
に
、
当
時
の
水
沢
伊
達
家
十
二
代
当
主
で
あ
る
伊
達
邦

命
（
一
八
二
六
―
六
五
）
の
命
で
、
屏
風
の
張
替
え
や
手
入
れ
を
し
た
際
に
記

さ
れ
た
屏
風
台
帳
で
あ
る
。
目
録
番
号
八
一
四
「
諸
役
所
道
具
本
帳
　
宗
衡
書
」

は
、
十
一
代
伊
達
宗
衡
（
一
七
九
九
―
一
八
六
六
）
の
頃
、
文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
）
十
一
月
に
改
め
ら
れ
た
、
同
家
の
諸
役
が
管
理
す
る
諸
道
具
類

の
台
帳
で
、
同
家
所
有
の
刀
剣
類
や
茶
道
具
、
屏
風
を
含
め
た
絵
画
、
書
籍
等

が
書
き
上
げ
ら
れ
た
竪
帳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
水
沢
伊
達
家
が

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）
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所
有
す
る
屏
風
の
画
題
が
分
か
る
他
、
後
述
す
る
が
、
絵
師
や
伝
来
背
景
が
記

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
二
点
の
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
『
近
世
留
守
家
文
書
』

第
二
集
、
第
三
十
一
集
に
全
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
原
本
の

閲
覧
が
叶
っ
た
た
め
、
改
め
て
こ
こ
に
翻
刻
し
紹
介
す
る
。
た
だ
し
目
録
番
号

八
一
四
は
竪
帳
形
式
で
丁
数
が
膨
大
で
あ
り
、
本
稿
で
は
主
に
「
常
陸
名
所
図

屏
風
」
の
伝
来
を
考
察
す
る
の
が
主
眼
で
あ
る
た
め
、
屏
風
に
つ
い
て
記
し
た

箇
所
の
み
を
抜
粋
す
る
。
同
史
料
の
全
文
は
、
前
述
の
『
近
世
留
守
家
文
書
』

第
三
十
一
集
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
二
点
の
史
料
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
、【
史

料
１
】
目
録
番
号
八
一
四
「
諸
役
所
道
具
本
帳
　
宗
衡
書
」、【
史
料
２
】
目
録

番
号
八
〇
「
御
屏
風
御
本
帳
」
の
順
で
紹
介
す
る
。
な
お
翻
刻
に
際
し
、
旧
字

は
新
字
に
改
め
、
私
に
読
点
と
傍
線
、
傍
注
を
付
し
た
。
ま
た
、
朱
書
で
文
字

の
訂
正
が
入
る
場
合
は
、
訂
正
後
の
文
字
を
翻
刻
し
て
い
る
。

【
史
料
１
】
目
録
番
号
八
一
四
「
諸
役
所
道
具
本
帳
　
宗
衡
書
」

（
表
紙
）

（
本
文
）

　〔
前
略
〕

　
　
　
○

（
朱
書
）坊
主
方

一
、
金
屏
風
一
双
箱
入
、
涌
谷
ゟ
之
御
持
参
、
但
絵
様
白
菊
、
木
綿
こ
い
浅
黄
袷
服
紗
六
幅
一
枚

一
、
金
屏
風
一
双
箱
入
、
涌
谷
ゟ
之
御
持
参
、
但
絵
様
じ
や
か
う
と
い
ろ
木
綿
袷
ふ
く
さ
六
幅
ニ
て
一
枚

一
、
金
屏
風
一
双
箱
入
、
涌
谷
ゟ
之
御
持
参
、
但
絵
様
扇
子
絵
、
ひ
と
へ
絹
浅
黄
服
紗
六
幅
ニ
て
一
枚

一
、
金
屏
風
一
双
、
但
絵
様
西
王
母
、
木
綿
袷
こ
い
浅
黄
服
紗
五
幅
ニ
て
一
枚

一
、
金
屏
風
一
双
、
涌
谷
ゟ
御
持
参
、
但
絵
様
靏
、
木
綿
薄
浅
黄
服
紗
五
幅
ニ
て
一
枚

一
、
金
屏
風
同
一
双
、
但
絵
様
八
嶋
合
戦

　
　
一
、
金
弐
枚
屏
風
一
双
但
絵
様
雉
子

一
、
金
砂
子
枕
屏
風
一
双
箱
入
、
但
鶉
に
す
ゝ
き
萩
、
高
サ
二
尺
、
絹
ふ
く
さ
二
枚

一
、
金
屏
風
一
双
箱
入
、
但
絵
様
大
職
冠

一
、
黒
絵
屏
風
箱
入
一
双
、
品
川
様
御
直
筆
、
但
絹
袷
浅
黄
服
紗
ニ
て
五
幅
一
枚
、
棒
共
ニ
有
り

一
、
水
戸
之
絵
屏
風
黒
ぬ
り
箱
入
一
双
、
但
袷
浅
黄
服
紗
五
幅
ニ
て
一
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
但
棒
共
ニ
有
り

一
、
簾
屏
風
箱
入
一
双
、
但
木
綿
袷
浅
黄
服
紗
五
幅
ニ
て
二
枚
、
棒
共
ニ
有
り

一
、
筑
立
屏
風
一
間
焼
杦
そ
て
つ
押
様

　
　
一
、
屏
風
金
具
十
六

一
、
並
屏
風
二
双
但
壱
双
ハ
龍
、
一
双
ハ
虎
の
絵

　
　
一
、
金
砂
子
屏
風
箱
入
一
双
、
但
松
竹
梅
小
鳥
之
絵

	

右
ハ
仙
表
ニ
有
り

一
、
短
冊
屏
風
一
双
但
寛
政
十
一
年
新
規
仕
立

　〔
後
略
〕

【
史
料
２
】
目
録
番
号
八
〇
「
御
屏
風
御
本
帳
」

（
表
紙
）

（
本
文
）

文
久
元
年

邦
命
君
以

思
召
御
屏
風
一
宇
御
張
替

（
12
）

（
13
）

　
　
文
政
十
三
庚
寅

諸
役
所
道
具
本
帳

　
　
十
一
月
改
　
　
宗
衡
書

（
14
）

　
文
久
元
年
八
月
吉
日

御
屏
風
御
本
帳
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御
手
入
之
上
御
始
末
相
成
候

此
末
麁
末
之
取
扱
不
仕
様

厳
ニ
被

仰
出
候
事

綱
宗
様
御
筆

一
、
山
水
之
画
御
屏
風
　
一
双

　
　
　
但
御
宝
蔵
御
始
末

一
、
麝
香
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

一
、
西
王
母
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

一
、
扇
形
地
紙
色
之
御
屏
風
　
一
双

一
、
白
菊
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

一
、
鶴
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

一
、
八
嶋
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

一
、
十
二
ヶ
月
之
画
御
屏
風
　
一
双

一
、
雉
子
之
画
金
御
屏
風
　
一
双

　
　
　
但
二
枚
折

一
、
着
色
山
水
之
画
四
尺
御
屏
風
　
一
双

　
　
　
但
水
戸
之

（「
画
」脱
ヵ
）

御
屏
風
と
唱
来
候
事

一
、
鶉
之
画
御
腰
屏
風
　
一
双

一
、
四
季
花
之
画
御
屏
風
　
一
双

　
　
　
但
柏
印

　
　
　
　
　
　
　
　
餘
目
久
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
圃
助
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
勘
七
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
沢
今
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
市
之
丞
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
幡
源
之
助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
弘
人
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
勘
之
丞
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
道
誠
（
印
）

　
こ
の
よ
う
に
、
屏
風
の
画
題
や
サ
イ
ズ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
制
作
者
や
来
歴

を
あ
る
程
度
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、【
史
料
１
】
か
ら
は
、

屏
風
が
坊
主
方
の
管
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
点
の
史
料
の
作
成
は

そ
れ
ぞ
れ
文
政
十
三
年
、
文
久
元
年
と
、
両
者
の
間
に
は
三
十
年
ほ
ど
の
開
き

が
あ
る
が
、
例
え
ば
白
菊
図
や
西
王
母
図
、
屋
島
合
戦
図
、
雉
子
図
、
そ
し
て

「
品
川
様
」、
す
な
わ
ち
仙
台
藩
第
三
代
藩
主
伊
達
綱
宗
（
一
六
四
〇
―

一
七
一
一
）
直
筆
の
山
水
図
屏
風
な
ど
、
同
一
作
品
を
指
す
と
み
な
せ
る
も
の

が
多
い
。
綱
宗
筆
の
山
水
図
は
【
史
料
１
】
に
「
黒
絵
」
と
あ
る
の
で
、
水
墨

画
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
文
政
十
三
年
に
は
存
在
し
た
大
職
冠
図
や
簾

屏
風
、「
焼
杦
そ
て
つ
押
様
」
の
衝
立
、
二
双
形
式
の
龍
虎
図
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
に
新
た
に
仕
立
て
た
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
る
短
冊
屏
風

は
、
文
久
元
年
の
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
。
反
対
に
文
久
元
年
に
は
「
十
二
ヶ

月
之
画
」
と
い
う
月
次
絵
で
あ
ろ
う
作
品
が
新
た
に
増
え
て
お
り
、
三
十
年
の

間
に
多
少
の
変
動
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
、【
史
料
１
】
に
「
水
戸
之
絵
屏
風
」、

【
史
料
２
】
に
「
着
色
山
水
之
画
四
尺
御
屏
風
　
一
双
　
但
水
戸
之
（
画
）
御

屏
風
と
唱
来
候
事
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
た
屏
風
で
あ
る
。
両
者
の
記
述
を
合

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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わ
せ
る
と
、
着
彩
の
山
水
表
現
が
見
ら
れ
る
作
品
で
、「
水
戸
」
を
主
題
と
し

て
お
り
、
大
き
さ
は
四
尺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。【
史
料
１
】
の
但
し
書
き

に
よ
れ
ば
、
五
幅
と
い
う
大
き
な
「
袷
浅
黄
服
紗
」
と
棒
が
付
随
し
て
い
た
と

い
う
。
袱
紗
は
掛
袱
紗
で
、
棒
と
は
箱
入
り
の
屏
風
を
運
搬
す
る
た
め
の
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　
現
状
の
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
は
、
各
隻
縦
一
二
四
．
五
㎝
×
横
三
〇
七
．

〇
㎝
で
サ
イ
ズ
が
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
現
在
の
屏
風
収
納
箱
は
白
木
の
杉

材
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
は
【
史
料
１
】
に
「
黒
ぬ
り
箱
入
」
と
あ
る
の
と
異

な
る
が
、
箱
は
修
復
等
の
際
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
同
屏
風
に
水
戸

城
や
城
下
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
特
に
右
隻
を
中
心
に
、
画
中
景
観
の

多
く
を
占
め
る
の
は
水
戸
藩
領
で
あ
る
。
史
料
中
の
「
水
戸
」
と
は
大
ま
か
に
水

戸
藩
を
指
す
も
の
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
屏
風
が
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
る

可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
す
な
わ
ち
、「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
は
文
政
十
三
年
の

時
点
で
、
水
沢
伊
達
家
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
屏
風
の
伝
来
再
考

　
そ
こ
で
、
先
に
紹
介
し
た
史
料
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
「
常
陸
名
所

図
屏
風
」の
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
伝
来
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
先
に
述
べ
た
通
り
、【
史
料
１
】
お
よ
び
【
史
料
２
】
に
記
さ
れ
た
屏
風
が
「
常

陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
れ
ば
、
同
屏
風
は
文
政
十
三
年
に
は
既
に
水
沢
伊
達
家

に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
ま
ず
着
目
し
た
い
の
が
、【
史
料
１
】
所
載
の
屏
風
に
付
さ
れ
た
但

し
書
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
関
し
て
、
例
え
ば
「
涌
谷
ゟ

之
御
持
参
」「
品
川
様
御
直
筆
」「
右
ハ
仙
表
ニ
有
り
」
の
よ
う
に
、
来
歴
や
作

者
、
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。「
涌
谷
」
と
は
水
沢
伊
達
家
と

同
じ
く
、
仙
台
藩
の
一
門
で
あ
る
涌
谷
伊
達
家
を
指
す
の
で
、
涌
谷
伊
達
家
か

ら
持
参
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
水
沢
伊
達
家
六
代
の
村
景

（
一
六
九
〇
―
一
七
五
三
）
が
涌
谷
伊
達
家
の
出
で
あ
る
他
、
十
代
村
福

（
一
七
七
五
―
一
八
三
〇
）
の
室
が
涌
谷
伊
達
家
の
出
身
で
あ
る
な
ど
縁
戚
関

係
が
あ
る
の
で
、そ
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
品
川
様
」
は
既
に
述
べ
た
通
り
伊
達
綱
宗
で
、「
仙
表
」
は
仙
台
表
の
意
と

な
る
。

　
こ
う
し
た
記
述
は
今
回
抜
粋
し
た
坊
主
方
の
屏
風
だ
け
に
限
ら
ず
、
例
え
ば

茶
道
方
が
管
理
す
る
茶
道
具
の
中
の
掛
軸
で
は
、「
法
印
探

（
狩
野
探
幽
）
幽
筆
」「
画
所
預
正

五
位
下
土
佐
守
藤
原
光
貞
筆
」「
波

（
蠣
崎
波
響
）

響
筆
」
の
よ
う
に
絵
師
名
が
判
明
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
品
の
来
歴
に
つ
い
て
も
、

何
ら
か
の
機
会
に
新
た
に
誂
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
明
記
し
、「
文
政
五

年
十
月
三
日
、
斉

（
仙
台
藩
十
一
代
伊
達
斉
義
）

義
公
御
成
之
節
拝
領
」「
正
（
伊
達
斉
義
）

山
様
御
遺
物
と
し
て
宗
衡
拝
領
」

「
寛
政
十
一
年
、
坂

（
水
沢
伊
達
家
医
師
）

野
玄
秀
献
上
」
の
よ
う
に
誰
か
ら
の
進
物
か
、
場
合
に
よ
っ

て
は
入
手
し
た
年
月
日
ま
で
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
絵
画
に
限
ら
ず
、
茶

器
や
刀
剣
類
も
同
様
で
、
特
筆
す
べ
き
来
歴
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
、

逐
一
そ
れ
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
名
前
が
挙
が
る
人
物
は
、
仙
台
伊
達
家

や
仙
台
藩
家
臣
の
諸
家
な
ど
、
伊
達
氏
の
周
辺
人
物
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
い

う
傾
向
が
あ
る
。

　
一
方
、「
水
戸
之
絵
屏
風
」
の
但
し
書
き
に
は
、
こ
う
い
っ
た
屏
風
の
伝
来

に
関
わ
る
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
、
続
い
て
【
史
料
２
】
の
記
述
に
目

を
向
け
る
と
、
こ
ち
ら
に
は
屏
風
の
画
題
に
つ
い
て
、「
水
戸
之
（
画
）
御
屏

風
と
唱
来
候
事
」
と
あ
る
。「
唱
来
」
の
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、『
日
本
国
語

大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
唱
え
」
に
は
「
声
を
立
て
て
読
む
こ
と
」
の
他
に
「
評

（
18
）
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判
」
の
意
味
も
あ
る
。
よ
っ
て
「
水
戸
（
の
絵
）
の
御
屏
風
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
き
た
」
の
よ
う
な
意
味
で
解
釈
で
き
よ
う
。

　
つ
ま
り
、
文
政
十
三
年
十
一
月
に
は
既
に
水
沢
伊
達
家
が
所
蔵
し
て
い
た
「
水

戸
之
絵
屏
風
」
は
、
来
歴
や
絵
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
点
で
既
に
具
体
的
な
制
作
背
景
や
、
い
つ
か
ら
同
家
に
あ
っ
た
の
か
と
い
っ

た
伝
来
が
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。
文
久
元
年
に
は
「
水

戸
之
（
画
）
御
屏
風
と
唱
来
候
事
」
と
、
い
さ
さ
か
間
接
的
に
画
題
を
挙
げ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
画
中
景
観
も
あ
ま
り
詳
し
く
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
史
料
中
に
記
さ
れ
た
屏
風
が
「
常
陸

名
所
図
屏
風
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
文
政
十
三
年
十
一
月
以
前
の
、
一
体

い
つ
か
ら
水
沢
伊
達
家
に
あ
っ
た
の
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
絵
師
や
制
作
背

景
、
制
作
時
期
が
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
を
細
か
に
記
載
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
記
述
が
見
ら
れ
な
い
本
屏
風
は
、
水
沢
伊
達
家
を
は

じ
め
、
仙
台
伊
達
家
な
ど
、
仙
台
藩
の
諸
家
の
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
史
料
が
記
さ
れ
た

時
点
で
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、【
史
料

２
】
で
は
綱
宗
筆
の
山
水
図
屏
風
に
対
し
て
、「
但
御
宝
蔵
御
始
末
」
と
い
う
、

他
の
屏
風
と
は
異
な
る
扱
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
仙
台
藩
の
藩
主
直
筆

の
作
品
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
格
別
の
扱
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、こ
う
い
っ

た
文
言
を
伴
わ
な
い
「
水
戸
之
（
画
）
御
屏
風
」
は
、
や
は
り
藩
主
や
水
沢
伊

達
家
周
辺
に
由
緒
を
持
つ
作
品
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
言
及
し
た
通
り
、
筆
者
は
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
は
那
珂
湊
の
廻

船
問
屋
の
よ
う
な
豪
商
の
注
文
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

屏
風
に
描
か
れ
た
常
陸
国
の
景
観
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
意
味
を

持
ち
う
る
も
の
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
と
、
本
稿
で
の
史
料

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
史
料
中
の
「
水
戸
之
絵
屏
風
」「
水
戸
之
（
画
）
御

屏
風
」
を
敢
え
て
積
極
的
に
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
る
と
と
ら
え
る
な
ら

ば
、
常
陸
国
内
部
で
享
受
さ
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
本
屏
風
は
、
何
ら
か
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
当
初
の
注
文
主
の
手
を
離
れ
、
常
陸
国
か
ら
流
出
し
、
文
政
十
三

年
十
一
月
以
前
に
水
沢
伊
達
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
。
文
政
十
三
年
の
時
点
で
詳

し
い
来
歴
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
屏
風
の
伝
来
に
関
わ
る
付
帯
情
報

は
既
に
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
よ
っ
て
恐
ら
く
こ
れ
よ
り
は
幾

分
早
い
時
期
に
同
家
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
筆
者
は
、本
屏
風
が
漁
網
店
の
菊
地
家
に
入
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

明
治
中
期
の
こ
と
を
回
想
し
た
三
代
芳
松
の
自
伝
の
記
述
か
ら
、
商
家
間
の
養

子
縁
組
に
よ
っ
て
常
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
き
た
。し
か
し
、

留
守
家
文
書
の
記
述
か
ら
、
商
家
間
の
関
係
性
の
中
で
の
伝
来
で
は
な
く
、
一

度
水
沢
伊
達
家
を
経
て
か
ら
再
び
商
家
で
あ
る
菊
地
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
可
能

性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
水
沢
伊
達
家
に
伝
来
し
た
時
期
は
文
政
十
三

年
十
一
月
以
前
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
い
つ
頃
な
の
か
は
判
然
と
せ
ず
、
ま
た

同
家
に
移
る
以
前
に
、
当
初
の
注
文
主
と
は
異
な
る
何
者
か
の
手
に
渡
っ
て
い

た
可
能
性
も
、
当
然
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
少
な
く
と
も
文
久
元
年
八
月
の

時
点
で
同
屏
風
が
水
沢
伊
達
家
に
あ
っ
た
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
後

水
沢
伊
達
家
か
ら
直
接
菊
地
家
へ
と
移
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
家
に
流
れ
て

か
ら
菊
地
家
に
入
っ
た
の
か
、
こ
の
点
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
留
守
家
文
書
の
う
ち
、
近
代
関
係
文
書
（
翻
刻
未
刊
行
）
の
中
に
は
、
目
録

番
号
二
三
「
留
守
家
宝
物
目
録
」、
年
紀
が
明
ら
か
な
も
の
だ
と
年
代
順
に
、

目
録
番
号
一
五
「
大
番
頭
御
蔵
并
南
御
屋
敷
御
道
具
御
始
末
□
□
」（
明
治
二

年
八
月
追
調
。
前
半
部
分
に
破
損
が
あ
り
、
表
紙
、
本
文
と
も
に
一
部
判
読
不

能
）、
目
録
番
号
四
六
「
御
掛
物
御
手
鑑
類
御
帳
」（
明
治
十
二
年
卯
八
月
十
二

（
19
）
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日
）、
目
録
番
号
二
八
「
御
東
松
森
御
道
具
明
細
記
」（
明
治
三
十
一
年
八
月

十
一
日
調
之
）
と
、
明
治
以
降
の
水
沢
伊
達
家
が
所
蔵
す
る
絵
画
や
茶
道
具
類

が
分
か
る
史
料
が
複
数
点
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
「
常
陸
名
所
図
屏

風
」
と
み
な
せ
る
屏
風
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
伝
存
す
る
近
代
関
係
文
書
の
中

の
こ
れ
ら
の
史
料
が
、
同
家
の
宝
物
類
す
べ
て
を
網
羅
し
た
台
帳
で
あ
る
か
は

判
然
と
し
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
推
測
に
な
る
も
の
の
、
確
か
な
記
録
が
見

ら
れ
る
文
久
元
年
八
月
よ
り
後
、
幕
末
か
明
治
初
期
の
段
階
で
、
屏
風
は
水
沢

伊
達
家
か
ら
下
賜
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
売
却
な
ど
で
流
出
し
、
明
治
半
ば
ま

で
に
菊
地
家
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際
に
、
明
治
維
新
以
降
の

財
政
難
で
、
水
沢
伊
達
家
は
宝
物
類
の
多
く
を
手
放
し
て
い
る
。
そ
う
は
言
っ

て
も
、
仙
台
藩
一
門
の
家
格
を
持
つ
武
家
の
調
度
で
あ
っ
た
屏
風
が
、
城
下
の

豪
商
と
は
い
え
、
一
商
家
に
直
接
下
賜
さ
れ
る
の
か
は
や
や
疑
問
で
、
水
沢
伊

達
家
か
ら
菊
地
家
に
移
る
間
に
は
、
さ
ら
に
別
の
家
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
述
べ
た
屏
風
の
伝
来
を
分
か
り
や
す
く
図
式
化
し
て
整
理
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。
三
代
芳
松
の
自
伝
回

想
録
の
記
述
に
立
ち
戻
る
と
、
菊
養
（
菊
地
家
）
店
主
は
芳
松
に
対
し
、「
常

陸
名
所
図
屏
風
」
は
「
水
戸
様
ヨ
リ
仙
台
ヘ
養
子
ニ
行
ク
時
ニ
御
持
チ
ニ
ナ
ツ

タ
物
ダ
ソ
ウ
デ
ス
」
と
話
し
た
と
あ
る
。
本
屏
風
が
水
沢
伊
達
家
か
ら
流
出
、

あ
る
い
は
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
ち
ら
の
由
緒
こ
そ
を
誉
れ
高

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
伝
え
聞
か
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
、
か
つ

て
の
水
沢
城
下
で
あ
る
奥
州
市
水
沢
の
旧
家
で
は
、「
留
守
家
の
も
の
だ
っ
た
」

と
の
謂
れ
を
持
つ
絵
画
を
大
切
に
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
水
沢
伊
達
家

の
お
膝
元
で
あ
る
水
沢
で
は
、
か
よ
う
に
旧
領
主
の
名
が
、
古
い
文
物
の
由
緒

と
し
て
存
在
感
を
維
持
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
芳
松
の
自
伝
は
明
治
半
ば

の
こ
と
を
昭
和
初
期
に
な
っ
て
か
ら
回
想
し
て
い
る
も
の
で
、
ま
た
口
述
筆
記

で
も
あ
る
の
で
、
細
か
な
情
報
の
抜
け
や
漏
れ
、
芳
松
自
身
の
記
憶
違
い
も
当

然
あ
る
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
や
は
り
、
水
沢
伊
達
家
と
い
う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

に
屏
風
が
直
接
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
は
い
さ
さ
か
疑
問
で
、
伝
来
情
報

が
随
分
と
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
印
象
は
拭
え
な
い
。
屏
風
の
伝
来
に
関
す
る
言

説
は
、
す
べ
て
伝
聞
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
留
守
家
文
書
に
見
ら
れ
る
屏
風
が
果
た
し
て
本
当
に
「
常
陸
名
所
図

屏
風
」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
断
定
は
避
け
、
現
時

点
で
推
測
し
う
る
可
能
性
と
、
根
拠
と
な
る
史
料
の
提
示
に
と
ど
め
、
諸
賢
の

判
断
を
仰
ぎ
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
近
世
の
留
守
家
文
書
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
江
戸

後
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
の
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
の
伝
来
と
し
て
、
改

め
て
考
え
得
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。今
回
取
り
上
げ
た
二
点
の
留
守
家
文
書
、

そ
し
て
三
代
芳
松
の
回
想
録
と
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
年
ほ
ど
の
時
間
経

過
が
あ
り
、
そ
の
間
の
こ
と
は
残
念
な
が
ら
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
留
守

家
文
書
中
に
見
え
る
屏
風
が
仮
に
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
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一
体
い
つ
水
沢
伊
達
家
に
入
っ
た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
先
に
本
文
中
で

触
れ
た
が
、「
諸
役
所
道
具
本
帳
」
に
記
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
屏
風
の
但
し
書

き
に
「
但
棒
共
ニ
有
り
」
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
屏
風
の
収
納
箱
を
運
搬
す
る

た
め
の
棒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
棒
が
付
随
す

る
「
水
戸
之
絵
屏
風
」
は
、
ど
こ
か
か
ら
運
搬
さ
れ
て
き
た
、
す
な
わ
ち
移
管

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
依
然
と
し
て
不
明
点
は
多
く
残
る
が
、
屏
風
の
制
作
背
景
や
伝
来
に
繋
が
る

史
料
の
さ
ら
な
る
探
索
を
進
め
た
い
。

【
附
記
】

　
留
守
家
文
書
閲
覧
に
際
し
、
奥
州
市
歴
史
遺
産
課
の
高
橋
和
孝
氏
、
奥
州
市

立
水
沢
図
書
館
の
皆
様
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）�

屏
風
の
全
図
を
含
め
た
カ
ラ
ー
図
版
は
、『
茨
城
の
宝
Ⅰ
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
、

二
〇
一
六
年
）、
添
田
仁
編
『
第
十
六
回
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
地
域
史
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
記
録
集
　
旅
人
た
ち
が
観
た
水
戸
藩
―
旅
日
記
・
名
所
絵
を
読
む
―
』（
茨

城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
、
二
〇
二
三
年
。
茨
城
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
、

カ
ラ
ー
図
版
を
含
め
た
全
文
の
閲
覧
可
能
）、『
那
珂
川
ヒ
ス
ト
リ
ー
―
水
と
共
に
生

き
た
人
々
―
』（
水
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）�

三
代
芳
松
の
自
伝
回
想
録
は
瀬
谷
義
彦
『
茨
城
地
方
史
余
話
』（
郷
土
ひ
た
ち
文
化

研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。
こ
の
史
料
中
に
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
に
該
当
す

る
屏
風
が
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
崎
和
明
「
久
慈
浜
の
偉
人
三
代
芳
松
の

日
記
に
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
を
見
る
」（
日
立
市
郷
土
博
物
館
『
市
民
と
博
物
館
』

一
一
八
、
二
〇
一
六
年
）。
史
料
内
容
の
吟
味
に
つ
い
て
は
猪
岡
萌
菜
「〔
歴
史
随
想
〕

「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
を
め
ぐ
る
「
忘
却
」
と
「
発
見
」」（『
千
葉
史
学
』

六
九
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）�

注
（
２
）
瀬
谷
前
掲
書
、
一
一
二
頁
。
以
下
、
同
史
料
の
引
用
は
同
書
に
基
づ
く
。

傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

（
４
）�

注
（
２
）
猪
岡
前
掲
稿
。

（
５
）�

猪
岡
萌
菜
「「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
の
表
現
意
識
―
近
世
名
所
図
屏
風
の
系
譜
に
照

ら
し
て
―
」（『
美
術
史
』
一
八
三
、
二
〇
一
七
年
）
お
よ
び
、
猪
岡
萌
菜
「「
常
陸

名
所
図
屏
風
」
の
那
珂
湊
と
大
洗
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
海
洋
・
内
海
・
河

川
の
地
域
史
―
茨
城
の
史
的
空
間
―
』
雄
山
閣
、
二
〇
二
二
年
）。

（
６
）�

原
口
知
武
「「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』、

二
〇
一
七
年
）
で
は
、
こ
れ
を
水
戸
徳
川
家
、
次
い
で
記
さ
れ
る
「
仙
台
」
を
仙
台

伊
達
家
と
解
釈
し
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
水
戸
藩
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
の
娘

八
代
姫
（
一
八
四
一
―
六
九
）
が
、
仙
台
藩
十
三
代
藩
主
伊
達
慶
邦
（
一
八
二
五
―

七
四
）
の
後
室
と
な
っ
た
際
の
輿
入
調
度
品
と
し
て
「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
を
持
参

し
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。

（
７
）�

注
（
２
）
猪
岡
前
掲
稿
。

（
８
）�

猪
岡
萌
菜
「「
常
陸
名
所
図
屏
風
」
研
究
―
近
世
に
お
け
る
名
所
風
俗
図
屏
風
の
展

開
―
」（
二
〇
二
二
年
）
第
一
章
第
二
節
「
伝
来
に
つ
い
て
」（
博
士
論
文
）。

（
９
）�

水
沢
市
立
図
書
館
編
『
留
守
家
古
文
書
目
録
』（
水
沢
市
立
図
書
館
、
一
九
七
六
年
）。

（
10
）�

以
下
、
留
守
家
文
書
の
目
録
番
号
は
注
（
９
）
前
掲
目
録
に
基
づ
く
。

（
11
）�

目
録
番
号
八
〇
の
下
書
と
し
て
、
目
録
番
号
一
六
九
「
御
屏
風
御
本
帳
下
書
」
が
あ

る
。
こ
ち
ら
は
清
書
で
あ
る
目
録
番
号
八
〇
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
清
書
を
邦
命
へ

献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
点
や
巻
末
の
署
名
が
省
略
さ
れ
る
点
が
異
な
る
も
の

の
、
基
本
的
な
内
容
を
同
じ
く
す
る
た
め
、
今
回
は
参
照
に
留
め
、
全
文
は
取
り
上

げ
な
い
。
な
お
こ
の
史
料
は
水
沢
古
文
書
研
究
会
編
『
近
世
留
守
家
文
書
』
第
十
四

集
（
水
沢
市
立
図
書
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
全
文
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）�

水
沢
古
文
書
研
究
会
編
『
近
世
留
守
家
文
書
』
第
二
集
（
水
沢
市
立
図
書
館
、

一
九
八
九
年
）、
第
三
十
一
集
（
奥
州
市
立
水
沢
図
書
館
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
13
）�

本
文
の
一
つ
書
き
そ
れ
ぞ
れ
に
朱
で
合
点
が
付
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
略
す
。

（
14
）�

丁
同
士
を
ま
た
い
だ
ノ
ド
等
に
押
印
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
略
す
。

（
15
）�

坊
主
方
で
は
屏
風
の
他
、
刀
掛
や
煙
草
盆
、
燭
台
、
火
鉢
等
を
管
理
し
て
お
り
、
史

料
で
は
屏
風
に
続
い
て
こ
れ
ら
が
列
挙
さ
れ
る
。

（
16
）�【
史
料
１
】
の
「
松
竹
梅
小
鳥
之
絵
」
の
金
砂
子
屏
風
は
、【
史
料
２
】
の
「
四
季
花

之
画
御
屏
風
」
に
該
当
す
る
か
。

（
17
）�「
着
」
の
一
字
は
、
元
は
「
黄
」
と
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
朱
書
で
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
下
書
で
あ
る
目
録
番
号
一
六
九
「
御
屏
風
御
本
帳
下
書
」
で
は
、
但
し
書
き

以
下
が
「
水
戸
之
画
御
屏
風
と
唱
来
候
事
」
と
あ
る
。

（
18
）�

詳
し
く
は
注
（
５
）
猪
岡
前
掲
論
文
、
二
〇
一
七
年
。

（
20
）
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（
19
）�

目
録
番
号
一
三
は
二
三
の
冒
頭
部
分
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
が
、
冒
頭
の
み
で
、
後

半
部
を
欠
く
不
完
全
な
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
20
）�
類
似
の
用
例
を
探
す
と
、
例
え
ば
『
大
野
市
史
』
第
九
巻
所
収
「
四
三
八
　
遊
行
上

人
来
国
ニ
付
先
触
」（
寛
政
六
年
二
月
）
の
中
に
、「
一
、
同
惣
外
箱
　
壱
　
但
棒
有
」

（
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
野
市
史
』
第
九
巻 

（
用
留
編
）（
大
野
市
、

一
九
九
五
年
）、
三
〇
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
棒
が
外
箱
に
付
随
し
て
い
る
事
例

を
見
出
せ
る
。


